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福
高
中
庭
の
人
形

今
年
度
、
福
島
高
校
の
中
庭
に
あ
る
池
の
そ
ば
に
、
野
球
少
年
の
人
形
が
登
場
し

ま
し
た
。
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い
る
少
年
は
、
バ
ッ

ト
の
代
わ
り
に
看
板
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
看
板
に
は
そ
の
時
々
の
時
事
ネ
タ
や
、

流
行
語
、
定
期
考
査
に
向
か
う
生
徒
へ
の
応
援
、
あ
る
と
き
に
は
ひ
ね
り
を
必
要
と

す
る
謎
解
き
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

福
高
生
の
多
く
は
１
棟
へ
向
か
う
教
室
移
動
の
際
、
２
階
の
渡
り
廊
下
を
使
い
ま

す
が
、
そ
の
渡
り
廊
下
の
途
中
か
ら
、
身
を
乗
り
出
し
て
野
球
少
年
の
看
板
に
書
か

れ
て
あ
る
こ
と
を
読
ん
で
い
ま
す
。
読
ん
だ
後
は
、
書
か
れ
て
あ
る
内
容
に
つ
い
て
、

友
人
同
士
で
話
を
す
る
の
が
常
の
よ
う
で
す
。
謎
解
き
の
答
え
を
確
認
し
合
っ
た
り
、

生
徒
へ
の
応
援
に
つ
い
て
の
感
想
を
話
し
合
っ
た
り
。
普
段
の
授
業
後
の
ふ
り
か
え

り
や
、
た
わ
い
な
い
お
し
ゃ
べ
り
と
は
少
し
趣
の
異
な
る
会
話
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

ど
う
や
ら
、
教
師
の
誰
か
が
、
毎
日
そ
の
看
板
を
取
り
替
え
て
い
る
よ
う
な
の
で

す
が
、
そ
の
看
板
に
は
、
学

校
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
多

様
な
世
間
の
話
題
に
も
目
を

向
け
て
ほ
し
い
と
の
思
い
が

込
も
っ
て
い
る
よ
う
に
も
感

じ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
思
い
を

受
け
て
、
多
様
な
話
題
に
関

心
を
持
つ
福
高
生
へ
育
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
福
島
高
校
同
窓
会
が
４
年
ぶ
り
に
本
格
的
な
活
動
を
再
開
す
る

こ
と
の
で
き
た
記
念
す
べ
き
年
と
な
っ
た
。

数
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
総
会
な
ど
も
縮
小
し
た
形
で
行
わ
れ
て

き
た
が
、
今
年
は
福
島
高
校
同
窓
会
、
関
東
梅
苑
会
、
み
や
ぎ
梅
苑
会
と
も
に
、

懇
親
会
ま
で
を
含
め
て
従
来
通
り
の
形
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

総
会
の
参
加
人
数
も
例
年
よ
り
増
え
、
総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
し
ば
ら
く

ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
る
会
員
た
ち
が
和
や
か
に
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
様
子
が

随
所
で
見
ら
れ
、
大
変
に
活
気
の
あ
る
様
子
で
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

活
動
や
行
動
に
多
く
の
制
限
が
か
け
ら
れ
る
中
、
我
々
に
と
っ
て
一
番
我
慢
を

強
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
親
し
い
友
人
た
ち
と
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
に
制
約
が
設

け
ら
れ
た
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
我
々
が
求
め
て
い
る
の
は
、

親
し
い
友
人
た
ち
と
の
関
わ
り
、
繋
が
り
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
行
動
に

制
限
が
か
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
っ
き
り
と
分
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
同
窓
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
で
友
人
た
ち
と
顔

を
合
わ
せ
る
場
が
復
活
し
た
こ
と
を
言
祝
ぎ
た
い
と
思
う
。

ま
た
、
総
会
に
は
近
年
卒
業
し
た
ば
か
り
の
若
い
会
員
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ

た
こ
と
も
、
大
変
に
喜
ば
し
い
。
恩
師
を
頼
っ
て
友
人
と
参
加
す
る
な
ど
の
参

加
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
若
い
会
員
の
総
会
へ
の
参
加
が
増
え
て
く
れ
る

と
、
さ
ら
な
る
活
気
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

人
と
人
と
の
繋
が
り
を
取
り
戻
す
場
が
同
窓
会
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
今

後
と
も
そ
の
役
割
は
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。
会
員
の
皆
様

に
、
是
非
同
期
生
を
誘
っ
て
同
窓
会
総
会
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
級
友
と

の
親
好
を
温
め
な
が
ら
、
福
島
高
校
同
窓
会
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
う
次
第
で
あ
る
。

column

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
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約
３
年
間
猛
威
を
振
る
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
昨
年
５
月
８

日
に
感
染
症
法
上
の
２
類
相
当
か

ら
５
類
感
染
症
に
移
行
し
て
初
の

新
年
を
迎
え
た
そ
の
日
に
能
登
半

島
地
震
が
発
災
、
各
地
に
甚
大
な

被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
緊
急
地

震
速
報
に
13
年
前
の
恐
怖
が
蘇
り

ま
し
た
。
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
復
興
に
多
く
の
支
援
を
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
私
達
と
し
て
は
、

で
き
る
だ
け
の
支
援
を
お
返
し
し

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
か
ら
２
年
が
経
ち
ま
す
が
停

戦
終
戦
の
兆
し
は
見
え
ず
、
さ
ら

に
昨
年
10
月
か
ら
の
イ
ス
ラ
エ
ル
・

パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争
も
先
が
見
え
な

い
状
況
で
す
。
せ
め
て
人
智
で
解

決
で
き
る
負
の
歴
史
は
繰
り
返
し

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
同
窓
会
は
、
11
月
17
日

に
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
て
４

年
ぶ
り
に
通
常
の
形
で
総
会
、
懇

親
会
を
開
催
で
き
ま
し
た
。
参
加

者
は
少
な
め
で
し
た
が
、
会
場
は

参
加
者
の
ほ
っ
と
し
た
顔
と
久
し

ぶ
り
に
旧
交
を
温
め
る
に
ぎ
や
か

な
声
に
満
た
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
先
立
つ
５
月
26
日
に
は
、
関
東

梅
苑
会
の
30
周
年
記
念
総
会
が
、

９
月
８
日
に
は
、
み
や
ぎ
梅
苑
会

総
会
が
催
さ
れ
同
窓
生
の
元
気
な

校
歌
が
響
き
渡
り
、
再
出
発
の
感

が
あ
り
ま
し
た
。
楽
し
く
素
晴
ら

し
い
伝
統
は
今
後
も
継
続
し
た
い

も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
は
、
今
回
の
総

会
で
再
び
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
２
年
間
、
役
員
の

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
同
窓

会
の
様
々
な
現
状
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
新
任
期

に
は
、
良
い
点
を
伸
ば
し
、
時
代

に
合
わ
せ
改
善
す
べ
き
点
を
修
正

し
、
そ
の
中
で
新
し
い
取
り
組
み

へ
の
兆
し
も
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
理
事
を
若
干
増
員
し
多
く
の

英
知
を
集
め
て
臨
み
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

早
急
に
行
う
べ
き
点
と
し
ま
し

て
は
、「
同
窓
会
費
の
納
入
者
を
増

や
す
」
こ
と
で
す
。

最
近
の
数
年
間
、
毎
年
こ
の
梅
苑

会
報
を
お
送
り
し
て
い
る
会
員
は

約
１
５
，
０
０
０
人
に
対
し
て
同

窓
会
費
納
入
者
は
約
１
，
０
０
０

人
で
す
。
15
人
中
14
人
は
未
納
と

い
う
状
況
で
、
い
か
に
福
高
卒
業

生
の
多
く
が
、
母
校
に
、
そ
し
て

同
窓
会
に
無
関
心
な
の
か
を
示
し

て
お
り
ま
す
。
会
費
は
同
窓
会
活

動
の
血
液
で
す
。
血
液
が
不
足
し

て
は
体
力
の
維
持
も
困
難
で
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
、
高
橋
雅
行
副

会
長
が
リ
ー
ダ
ー
の
「
梅
苑
会
館

修
繕
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

が
、
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

で
建
設
し
生
徒
達
が
有
効
利
用
し

て
い
る
記
念
棟
・
合
宿
集
会
所
の

大
規
模
修
繕
箇
所
を
調
査
し
、
必

要
経
費
約
４
，
４
０
０
万
円
と
役

員
会
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
単
年
度
会
計
の
同
窓
会
予
算

だ
け
で
は
、支
援
困
難
な
状
況
で
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
も
含
め
役
員
へ
、

４
年
後
の
母
校
創
立
１
３
０
周
年

に
向
け
た
同
窓
会
活
動
へ
の
会
員

皆
様
の
お
考
え
を
お
寄
せ
い
た
だ

け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

末
尾
と
な
り
ま
す
が
本
年
も
福

島
高
校
と
、
同
窓
生
の
皆
様
に
幸
多

か
ら
ん
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

歴
史
は
繰
り
返
す

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 1,671,926 1,671,926 
(2)卒業生入会金 816,000 807,000 R2年度入学生（269名×3,000円）
(3)卒業生年会費 272,000 269,000 R2年度入学生(269名×1,000円)
(4)同窓生会費 2,000,000 2,300,000 会員(925名)
(5)雑収入 50 13 利息
(6)繰入金 500,000 500,000 母校後援会会計より

合　　計 5,259,976 5,547,939

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 700,948 700,948 
(2)卒業生会費 272,000 269,000 R2年度入学生（269名×1,000円）
(3)同窓生会費 1,300,000 1,300,000 会員（664名）
(4)雑収入 50 6 利息

合　　計 2,272,998 2,269,954

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 4,086,157 4,086,157 
(2)積立金 300,000 300,000 同窓会会費（母校後援会会計より繰り入れ）
(3)雑収入 50 34 利息

合　　計 4,386,207 4,386,191

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 6,000,398 6,000,398 
(2)寄付金 0 0 
(3)雑収入 50 50 利息

合　　計 6,000,448 6,000,448

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 2,511,633 2,511,633 
(2)同窓会梅基金 100,000 100,000 同窓会会費（母校後援会会計より繰り入れ）
(3)雑収入 50 18 利息

合　　計 2,611,683 2,611,651

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要

(1)飛び梅交際費
＋10,000 
550,000 556,115

旅費、接待費、贈答品

(2)飛び梅管理費 70,000 0

(3)予備費
△10,000 

1,991,683 0 
合　　計 2,611,683 556,115

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)後援会費 300,000 187,990 同窓会HP利用・更新、賞状名入れ、記念品
(2)部活動助成 300,000 180,000 全国大会出場助成
(3)一般会計 500,000 500,000 一般会計への繰り入れ
(4)太宰府梅基金 100,000 100,000 太宰府梅基金への繰り入れ
(5)梅苑会館維持管理費 300,000 300,000 梅苑会館維持管理への繰り入れ
(6)会員名簿管理費 720,000 715,000 会員データ管理業務
(7)予備費 52,998 0 

合　　計 2,272,998 1,982,990

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)修繕費 500,000 0 
(2)備品費 300,000 0 
(3)予備費 3,586,207 0 

合　　計 4,386,207 0

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)交付金 3,500,000 500,000 令和5年度交付金（1名）
(2)予備費 2,500,448 0 利息

合　　計 6,000,448 500,000

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 1,232,526 
(2)卒業生入会金 816,000 R3年度入学生（272名×3,000円）
(3)卒業生年会費 272,000 R3年度入学生（272名×1,000円）
(4)同窓生年会費 2,200,000 同窓会会員（約1,100名×2,000円）
(5)雑収入 50 利息
(6)繰入金 300,000 母校後援会会計より

合　　計 4,820,576

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
１.事業費 3,970,000 

(1)総会費 680,000 定期総会開催に関する費用
(2)会報費 3,000,000 梅苑会報印刷、郵送代、振替用紙
(3)母校後援費 290,000 卒業生証書ホルダー
(4)特別事業費 0 

２.運営費 775,000 
(1)会議費 200,000 役員会、幹事会
(2)事務諸費 5,000 文具費
(3)交際費 100,000 関東・みやぎ梅苑会お祝い、職員餞別、その他
(4)慶弔費 20,000 
(5)通信費 40,000 切手、葉書代
(6)旅　費 400,000 関東・みやぎ梅苑会出席者旅費
(7)雑　費 10,000 

３.予備費 75,576 
合　　計 4,820,576

項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
１.事業費 4,000,000 3,695,606 

(1)総会費 680,000 465,642 定期総会開催に関する費用
(2)会報費 3,000,000 2,988,734 梅苑会報印刷、郵送代等
(3)母校後援費 290,000 241,230 卒業生証書ホルダー
(4)特別事業費 30,000 0 

２.運営費 875,000 619,807 
(1)会議費 200,000 171,275 R4年第２回役員会、R5第1回役員会
(2)事務諸費 5,000 0 
(3)交際費 100,000 20,000 関東梅苑会総会お祝い
(4)慶弔費 20,000 0

(5)通信費
＋20,000 

40,000 57,622 書類送付代、往復葉書
(6)旅　費 500,000 370,910 関東･みやぎ梅苑会出席旅費
(7)雑　費 10,000 0 

３.予備費 △20,000
384,976 0 

合　　計 5,259,976 4,315,413

令和6年度 一般会計予算書(案) 　令和5年度 一般会計決算書

令和5年度 母校後援会会計決算書

令和5年度 福島高校同窓会梅苑会館維持管理会計決算書

令和5年度 福島高校同窓会一六回奨学金会計決算書

令和5年度 県立福島高校同窓会太宰府梅基金会計決算書

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 286,964 
(2)卒業生会費 272,000 卒業生（272名×1,000円）
(3)同窓生会費 1,300,000 同窓会会員（約700名）
(4)雑収入 50 利息等

合　　計 1,859,014

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 4,386,191 
(2)積立金 300,000 母校後援会会計より
(3)雑収入 50 利息等

合　　計 4,686,241

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 5,500,448 
(2)同窓会寄付金 0 
(3)雑収入 50 利息等

合　　計 5,500,498

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 2,055,536 
(2)同窓会梅基金 100,000 母校後援会会計より
(3)雑収入 50 利息等

合　　計 2,155,586

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)後援会費 200,000 HP更新、母校への助成等
(2)部活動助成 200,000 全国大会出場の部への激励金
(3)一般会計 300,000 一般会計への繰り入れ金
(4)太宰府梅基金 100,000 太宰府梅基金への繰り入れ金
(5)梅苑会館維持管理費 300,000 梅苑会館維持管理への繰り入れ金
(6)会員名簿管理費 720,000 令和5年度分
(7)予備費 39,014 

合　　計 1,859,014
項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)修繕費 500,000 
(2)備品費 300,000 
(3)予備費 300,000 
(4)繰越金 3,586,241 

合　　計 4,686,241

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)交付金 3,500,000 令和6年度交付金（7名）
(2)予備費 2,000,498 

合　　計 5,500,498
項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)飛び梅交際費 550,000 旅費、接待費、諸経費等
(2)飛び梅管理費 70,000 肥料・消毒代等
(3)予備費 300,000 
(4)繰越金 1,235,586 

合　　計 2,155,586
項目間の流用をお認め願います。

令和6年度 母校後援会会計予算書(案)

令和6年度 梅苑会館維持管理会計予算書（案）

令和6年度 一六回奨学金会計予算書（案）

令和6年度 太宰府梅基金会計予算書（案）

収入決算額･･･5,547,939円　支出決算額･･･4,315,413円　次年度へ繰越額･･･1,232,526円

収入決算額･･･2,269,954円　支出決算額･･･1,982,990円　次年度へ繰越額･･･286,964円

収入決算額･･･4,386,191円　支出決算額･･･0円　次年度へ繰越額･･･4,386,191円

収入決算額･･･6,000,448円　支出決算額･･･500,000円　次年度へ繰越額･･･5,500,448円

収入決算額･･･2,611,651円　支出決算額･･･556,115円　次年度へ繰越額･･･2,055,536円

　
令
和
５
年
度
「
福
高
同
窓
会
総

会
」
は
11
月
17
日
（
金
）
18
時
よ

り
ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
の
総
会
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
が
下
火
に
な
っ
た

こ
と
を
受
け
、
講
演
会
、
総
会
の

後
に
懇
親
会
を
行
う
、
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
形
式
に
戻
っ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
講
演
会
に
先
立
ち
、
「
Ｕ
Ｃ
Ｌ

ジ
ャ
パ
ン
・
ユ
ー
ス
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
に
参
加
し
た
生
徒
た
ち
か
ら

の
参
加
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
高
校
第
34
回
卒
、

Ｎ
Ｐ
Ｂ
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
、
広
島

東
洋
カ
ー
プ
で
活
躍
し
た
鈴
木
哲

さ
ん
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
「
プ
ロ
と
ア
マ
チ
ュ
ア
、
そ

れ
ぞ
れ
の
プ
レ
ー
意
識
」
と
い
う

題
で
、
ご
自
身
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
と

し
て
の
体
験
を
は
じ
め
、
ス
カ
ウ

ト
や
指
導
者
と
し
て
プ
ロ
、
ア
マ

双
方
の
世
界
に
長
く
関
わ
っ
て
い

る
ご
経
験
か
ら
の
幅
広
い
視
点
で
、

意
識
が
選
手
に
も
た
ら
す
影
響
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
会
長
・
校
長
の
挨

拶
が
あ
り
、
各
議
案
の
承
認
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　令和6年度予算書（令和5年９月１日〜令和6年8月31日） 令和5年度決算書（令和4年９月１日〜令和5年8月31日）

同窓会会長
芳賀　裕

（高校第22回卒）

福高

同窓会総会
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大
・
早
稲
⽥
大
・
明
治
大
な
ど
の

ホ
ッ
ケ
ー
経
験
者
ば
か
り
の
強
豪
校

と
伍
す
る
た
め
に
、
寝
て
も
起
き
て

も
ホ
ッ
ケ
ー
の
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

そ
の
お
陰
で
４
年
生
の
イ
ン
カ
レ

（
１
９
８
２
年
大
会
）
で
は
百
数
⼗

連
勝
中
の
天
理
大
を
破
っ
て
決
勝
に

進
み
、
結
果
は
準
優
勝
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
今
で
も
仕
事
で
天
理
に
行

く
と
、
そ
の
こ
と
で
地
元
の
関
係
者

と
話
が
盛
り
上
が
り
ま
す
。

高
校
で
部
活
を
途
中
で
辞
め
て
し

ま
っ
て
後
悔
の
念
も
あ
り
、
大
学
で

は
そ
れ
を
取
り
返
し
た
い
気
持
ち
で

懸
命
に
ホ
ッ
ケ
ー
部
に
向
き
合
い
、

心
身
と
も
に
鍛
え
た
こ
と
は
、
そ
の

後
の
自
衛
隊
の
仕
事
で
大
き
く
役
に

立
っ
て
い
ま
す
。

■	

⾃
衛
隊
で
の

■	

数
々
の
経
験

防
衛
大
卒
業
後
は
小
隊
長
（
プ
ラ

ト
ー
ン
リ
ー
ダ
ー
）
と
な
り
30
人
程

度
の
部
下
を
持
ち
ま
し
た
。
最
初
は

何
も
知
ら
な
い
小
隊
長
で
し
た
が
、

外
務
省
出
向
時
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
Ｐ
Ｋ

Ｏ
（
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
）
や

Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
で
の
派

遣
経
験
を
通
し
て
、
現
場
を
理
解
し

て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
が
評
価

さ
れ
て
35
歳
の
時
に
隊
長
と
し
て
シ

リ
ア
に
派
遣
さ
れ
、
後
に
は
⽶
国
陸

軍
指
揮
幕
僚
大
学
の
留
学
を
経
験
し

ま
し
た
。
帰
国
後
は
日
⽶
関
係
の
仕

事
や
陸
上
幕
僚
監
部
と
共
に
テ
ロ
対

策
の
仕
事
に
携
わ
り
、
後
に
イ
ラ
ク

派
遣
の
隊
長
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

調
査
団
出
発
の
１
週
間
前
に
上
層
部

か
ら
任
命
を
受
け
、
予
防
接
種
を
い

き
な
り
５
〜
６
本
打
た
れ
た
こ
と
は

今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
（
笑
）。

１
か
月
程
イ
ラ
ク
で
調
査
を
行
っ

た
時
に
は
、
奥
克
彦
大
使
（
当
時
の

外
交
官
。
イ
ラ
ク
日
本
人
外
交
官
射

殺
事
件
で
銃
撃
を
受
け
殉
職
）
と
共

に
活
動
を
し
ま
し
た
。
彼
の
「
１
人

で
も
多
く
の
戦
地
の
子
ど
も
た
ち
に

笑
顔
を
届
け
た
い
」
と
い
う
想
い
は
、

今
も
私
の
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

当
時
は
、
初
め
て
自
衛
隊
が
戦
争
地

帯
へ
行
く
こ
と
に
世
論
の
反
対
が
多

く
苦
労
し
ま
し
た
。
海
外
派
遣
反
対

派
の
声
を
避
け
る
た
め
、
イ
ラ
ク
へ

の
出
発
は
市
ヶ
⾕
駐
屯
地
の
裏
⾨
か

ら
出
る
と
い
う
の
が
当
初
の
計
画
で

し
た
の
で
、
隊
員
の
命
を
預
か
り
家

族
と
涙
の
別
れ
を
し
た
後
に
裏
⾨
か

ら
出
発
す
る
の
は
、
隊
長
と
し
て
忍

び
な
い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る

議
員
の
働
き
か
け
で
、
出
発
直
前
に

な
っ
て
隊
員
を
乗
せ
た
バ
ス
が
正
⾨

か
ら
出
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
ほ
ど

で
し
た
。

任
務
に
赴
い
た
サ
マ
ー
ワ
で
は

「
日
本
の
自
衛
隊
が
来
れ
ば
、
復
興

後
に
２
万
人
の
雇
用
が
生
ま
れ
る
」

な
ど
の
現
地
の
人
た
ち
の
噂
や
高
す

ぎ
る
期
待
感
が
生
じ
て
お
り
、
実
態

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
の
に
も
苦

労
し
ま
し
た
。
復
旧
と
復
興
は
異
な

り
ま
す
。
壊
れ
た
も
の
を
元
に
戻
す

こ
と
が
復
旧
で
す
が
、
復
興
は
更
に

高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、「
⿂

を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
⿂
の
釣
り

方
を
教
え
る
」
と
い
う
考
え
で
復
興

支
援
を
進
め
ま
し
た
。

現
地
で
尽
力
し
て
い
る
自
衛
隊
の

姿
が
日
本
に
伝
わ
る
こ
と
で
、
徐
々

に
私
た
ち
の
仕
事
が
認
め
ら
れ
て
い

き
ま
し
た
。
隊
員
の
一
番
の
心
の
拠

り
所
は
国
⺠
の
支
持
で
す
。
隊
員
は

憲
法
９
条
や
平
和
主
義
の
ジ
レ
ン
マ

を
抱
え
な
が
ら
も
、
利
他
の
精
神
で

任
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
自
衛
隊

員
は
入
隊
す
る
時
に
「
事
に
臨
ん
で

は
危
険
を
顧
み
ず
、
身
を
も
っ
て
責

務
の
完
遂
に
務
め
、
も
っ
て
国
⺠
の

負
託
に
こ
た
え
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
。」
と
宣
誓
を
し
ま
す
。
自
衛
隊

員
は
、
何
か
あ
っ
て
も
自
分
を
犠
牲

に
し
て
国
家
国
⺠
を
守
る
こ
と
を
最

初
に
誓
う
の
で
す
。
私
は
、
憲
法
上

の
曖
昧
さ
が
あ
る
中
で
「
自
衛
隊
の

任
務
・
仕
事
と
い
う
の
は
自
⼰
犠
牲

の
尊
い
価
値
観
に
立
脚
し
た
も
の
で

す
。
悩
ま
ず
、
迷
わ
ず
に
任
務
に
当

た
り
な
さ
い
。
君
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
汗
が
日
本
の
抑
⽌
力
に
な
る
の
で

す
。」
と
、
自
分
に
も
隊
員
に
も
言

い
聞
か
せ
て
い
ま
し
た
。
イ
ラ
ク
派

遣
の
経
験
が
無
け
れ
ば
、
私
は
政
治

家
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

現
場
の
課
題
を
国
政
で
伝
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
使
命
感
に
駆
ら

れ
、
今
の
仕
事
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

■	

国
会
議
員
と
し
て

■	

目
指
す
こ
と

平
成
19
年
か
ら
参
議
院
議
員
と
し

て
国
政
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
政
治

と
い
う
の
は
自
衛
隊
と
は
全
く
違
っ

た
世
界
で
一
筋
縄
で
は
い
き
ま
せ
ん
。

か
つ
て
特
定
秘
密
保
護
法
や
平
和
安

全
法
制
の
責
任
者
と
し
て
厳
し
い
経

験
を
経
て
、
そ
の
後
外
務
副
大
⾂
を

務
め
た
際
に
、
そ
れ
ら
の
法
案
が
日

本
の
た
め
に
活
か
さ
れ
た
と
感
じ
ま

し
た
。
他
国
と
の
同
盟
は「
価
値
観・

負
担
・
リ
ス
ク
」
の
共
有
に
よ
り
成

り
立
つ
も
の
で
、
平
和
安
全
法
制
の

成
立
で
日
⽶
同
盟
は
進
化
し
、
国
防

を
強
化
で
き
ま
し
た
。

今
戦
争
に
巻
き
こ
ま
れ
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
や
パ
レ
ス
チ
ナ
の
よ
う
に

美
し
い
場
所
が
ひ
と
晩
に
し
て
殺
戮

現
場
や
廃
墟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

関
東
梅
苑
会
だ
よ
り

　
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
参
議
院

議
員
の
高
31
回
の
佐
藤
正
久
（
さ
と

う
ま
さ
ひ
さ
）
さ
ん
で
す
。

　
佐
藤
さ
ん
は
防
衛
大
学
校
か
ら
陸

上
自
衛
隊
に
入
隊
し
、
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ

ゴ
ラ
ン
高
原
派
遣
輸
送
隊
や
イ
ラ
ク

先
遣
隊
、
イ
ラ
ク
復
興
業
務
支
援
隊

に
お
い
て
い
ず
れ
も
初
代
隊
長
と
し

て
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
福
島
高
校
や

大
学
時
代
の
思
い
出
、
国
会
議
員
と

し
て
の
想
い
を
伺
い
ま
し
た
。

小
針
優
汰
（
高
73
・
法
大
３
年
）

■	

運
よ
く
入
学
し
た

■	

福
島
高
校

吾
妻
⼭
の
麓
の
兼
業
農
家
の
長
男

に
生
ま
れ
、
小
学
校
は
あ
づ
ま
総
合

運
動
公
園
に
近
い
佐
原
小
学
校
に
通

い
ま
し
た
。
生
ま
れ
育
っ
た
地
区
は

街
中
か
ら
は
遠
く
西
に
離
れ
た
と
こ

ろ
で
、
吾
妻
⼭
が
あ
ま
り
に
間
近
す

ぎ
て
、
市
内
か
ら
眺
め
ら
れ
る
よ
う

な
⼭
の
輪
郭
が
見
え
な
い
ほ
ど
で
す
。

当
時
で
も
佐
原
小
学
校
は
１
学
年
が

１
ク
ラ
ス
男
⼥
20
名
ほ
ど
の
小
さ
な

学
校
で
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
⽥
ん

ぼ
や
養
蚕
の
家
の
仕
事
を
手
伝
っ
て

い
た
の
で
、
西
信
中
学
校
を
卒
業
し

た
ら
福
島
農
蚕
高
等
学
校
（
現
在
の

福
島
明
成
高
等
学
校
）
に
進
み
、
家

業
を
継
ぐ
も
の
と
周
り
も
自
分
も
考

え
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
中
３
の
時
に
高
校
見
学

を
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ま
で
想
像
し

て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
大
き
く
違
っ
て

い
る
と
感
じ
、
将
来
の
選
択
肢
を
拡

げ
る
た
め
、
普
通
科
希
望
に
変
わ
り

ま
し
た
。
進
路
を
決
め
る
最
後
の
大

事
な
時
期
で
し
た
の
で
、
中
学
校
の

校
長
先
生
や
進
路
指
導
の
先
生
に
日

替
わ
り
で
何
度
も
考
え
直
す
よ
う
説

得
さ
れ
ま
し
た
。
私
立
の
願
書
の
申

し
込
み
も
既
に
終
わ
っ
て
い
た
の
で
、

中
学
浪
人
を
覚
悟
し
て
福
島
高
校
の

〈
佐
藤
正
久
議
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〉

日
本
を
守
る
と
い
う
こ
と

受
験
に
向
け
て
猛
勉
強
し
、
運
よ
く

合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現

在
の
福
島
高
校
の
入
学
数
は
２
８
０ 

名
と
聞
き
ま
す
の
で
、
今
な
ら
絶
対

に
受
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

高
校
へ
は
毎
日
、
自
転
⾞
で
通
学

し
ま
し
た
。
福
高
ま
で
は
10
㎞
以
上

の
道
の
り
で
、
行
き
は
道
路
が
下
り

ぎ
み
な
の
で
30
分
ほ
ど
で
学
校
に
到

着
す
る
の
で
す
が
、
帰
り
は
⼭
に
向

か
う
上
り
道
と
吾
妻
お
ろ
し
で
１
時

間
以
上
か
か
り
ま
し
た
。
吾
妻
お
ろ

し
の
強
い
向
か
い
⾵
の
時
は
、
ず
っ

と
斜
め
の
ジ
グ
ザ
グ
を
繰
り
返
し
て

ペ
ダ
ル
を
踏
み
続
け
る
の
で
足
の
筋

⾁
は
い
つ
も
パ
ン
パ
ン
で
し
た
。
入

学
し
て
か
ら
は
ラ
グ
ビ
ー
部
に
入
り

ま
し
た
が
、
盲
腸
に
罹
っ
た
後
に
体

力
的
に
練
習
に
つ
い
て
い
け
な
く
な

り
、
だ
ん
だ
ん
部
活
か
ら
足
が
遠
の

い
て
結
局
１
年
生
の
途
中
で
辞
め
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
の
心
の

棘
は
ま
だ
今
で
も
あ
り
ま
す
が
、
福

島
に
い
る
ラ
グ
ビ
ー
部
の
後
輩
の
計

ら
い
で
、
今
は
Ο
Ｂ
会
に
も
呼
ん
で

も
ら
っ
て
お
り
仲
間
に
は
感
謝
し
て

い
ま
す
。

■	

心
身
を
鍛
え
た

■	

防
衛
⼤
学
校

大
学
受
験
で
は
、
近
く
に
住
む
自

衛
官
の
方
の
薦
め
で
防
衛
大
と
防
衛

医
大
を
受
験
し
、
ま
た
志
望
し
て
い

た
東
北
大
学
の
原
子
核
⼯
学
科
も
受

け
ま
し
た
。
東
北
大
学
に
も
合
格
で

き
た
の
で
す
が
、
親
戚
の
事
業
失
敗

が
実
家
に
も
影
響
し
仙
台
で
の
一
人

暮
ら
し
を
諦
め
ま
し
た
。
物
理
へ
の

向
学
心
や
学
校
紹
介
ビ
デ
オ
で
見
た

格
好
よ
さ
、
加
え
て
当
時
人
気
だ
っ

た
⼭
⼝
百
恵
さ
ん
の
町
の
イ
メ
ー
ジ

に
惹
か
れ
て
（
笑
）、
横
須
賀
の
防

衛
大
に
入
学
し
ま
し
た
。

防
衛
大
は
全
寮
制
で
、
朝
６
時
の

起
床
か
ら
点
呼
と
掃
除
、
８
時
か
ら

15
時
ま
で
授
業
、
ク
ラ
ブ
活
動
後
に
、

掃
除
、
点
呼
、
22
時
就
寝
と
い
う
生

活
で
す
。
隣
の
部
屋
の
４
年
生
（
部

屋
長
）
の
言
わ
れ
る
ま
ま
に
ホ
ッ

ケ
ー
部
に
入
る
こ
と
と
な
り
、
４
年

間
は
学
業
そ
っ
ち
の
け
で
グ
ラ
ン
ド

ホ
ッ
ケ
ー
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。
当

時
、
防
衛
大
の
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
関

東
１
部
リ
ー
グ
に
所
属
し
、
慶
応

【プロフィール】
1960年････ 福島県福島市生まれ　佐原小、西信中
1979年････ 福島高等学校卒業
1983年････ 防衛大学校（応用物理）卒業
1992年････ 外務省アジア局出向
1996年････ 国連ＰＫＯゴラン高原派遣輸送隊初代隊長
1998年････ 米陸軍指揮幕僚大学卒（カンザス州）
2004年････ イラク先遣隊長、復興業務支援初代隊長･
　　　　　　第７普通科連隊長兼ねて福知山駐屯地司令
2007年････ 参議院議員（全国比例区）初当選
2017年････ 外務副大臣

現在は参議院議員（全国比例区）3期目。2023年より参議
院自由民主党国会対策委員会･委員長代行を務め、地上
波・BSのテレビやSNSチャンネルに多数出演している。

サマーワ（イラク）での活動（2004年）

大陸側から見た日本列島を解読

佐藤 正久さん（高校31回）
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み
や
ぎ
梅
苑
会
だ
よ
り

総
会 

・懇
親
会

4
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
９
月
８

日
（
金
）
ホ
テ
ル
Ｊ

Ａ
Ｌ
シ
テ
ィ
仙
台
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

過
去
最
大
人
数
70

名
の
参
加
者
と
な
り

ま
し
た
。

４
年
ぶ
り
の
総
会

の
た
め
、
４
年
分
の

事
業
・
決
算
報
告
が

行
わ
れ
、
竹
石
淳
一

監
事（
高
校
39
回
卒・

税
理
士
） 

よ
り
監
査

報
告
が
あ
り
承
認
。 

今
年
度
の
事
業
計
画
、

予
算
案
、
規
約
改
正
、

役
員
改
選
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

【
役
員
改
選
】

新
会
長
　
落
合 

敏
伸
さ
ん
（
高
校
19
回
卒
） 

新
副
会
長
　
橋
本 

俊
一
さ
ん
（
高
校
21
回
卒
）

来
年
は
１
０
０
人
で
校
歌
を
歌
い
、
応
援
歌
を
歌
い
た
い
も
の
で
す
。

総
会
資
料 

出
席
者
名
簿
は
「
み
や
ぎ
梅
苑
会
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」 

総
会
・
懇
親
会
に
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

数
多
く
の
先
輩
方
の
ご
努
力
の
お
陰

で
み
や
ぎ
梅
苑
会
は
、
令
和
６
年
10
月

に
宮
城
支
部
再
建
28
年
目
（
設
立
57
年

目
）
を
迎
え
ま
す
。

今
号
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
会
の
足
跡

や
現
在
の
活
動
の
様
子
を
お
伝
え
い
た

し
ま
す
。

み
や
ぎ
梅
苑
会
は
、
母
校
の
発
展
お

よ
び
卒
業
生
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

み
や
ぎ
梅
苑
会
の
再
ス
タ
ー
ト

当
会
は
昭
和
42
年
に
母
校
の
創
立
70

周
年
を
記
念
し
「
福
島
高
校
同
窓
会
宮

城
県
支
部
」
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

初
代
会
長
に
村
岡
勇
氏
（
中
22
回
卒
）

を
選
出
し
て
活
動
を
続
け
た
も
の
の
、

２
代
会
長
吉
⽥
正
男
氏
お
よ
び
３
代
会

長
佐
藤
利
氏
の
ご
逝
去
後
は
、
そ
の
活

動
と
運
営
は
著
し
く
弱
体
化
し
、
休
眠

状
態
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
８
年
10
月
後
藤
充
氏
（
中
47
回

卒
）
の
声
掛
け
で
57
名
の
再
建
発
起
人

の
も
と
規
約
作
成
・
役
員
選
定
等
検
討

が
行
わ
れ
、
平
成
８
年
11
月
１
日
に
県

内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
同
窓
生
の
支
援

の
下
、
支
部
再
建
総
会
が
仙
台
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
、
後
藤
充
氏
を
会
長
に
選

出
し
「
県
立
福
島
高
等
学
校
同
窓
会
宮

城
支
部　

み
や
ぎ
梅
苑
会
」
と
し
て
再

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
会
長
は
今
野
健
一
氏
（
高
５

回
卒
）、
歌
川
和
夫
氏
（
高
17
回
卒
）、

鈴
木
征
夫
氏
（
高
12
回
卒
）、
佐
藤
隆

氏
（
高
15
回
卒
）、
関
⼝
哲
雄
氏
（
高

20
回
卒
）
と
引
継
が
れ
、
令
和
５
年
の

役
員
改
選
で
私
落
合
敏
伸
（
高
19
回
卒
）

が
会
長
と
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
活
動
】

⃝

校
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
の
会
参
加

平
成
14
年
に
母
校
校
歌
の
作
詞
者
で

あ
る
土
井
晩
翠
の
没
後
50
年
を
記
念
し

て
、
晩
翠
の
母
校
で
あ
る
仙
台
市
立
立

町
小
学
校
が
中
心
と
な
り
ス
タ
ー
ト
し

た
「
土
井
晩
翠
先
生
が
作
詞
し
た
校
歌

を
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
の
会
」（
隔

年
開
催
）
に
、
第
２
回
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
毎
回
参
加
し
、
母
校
合
唱
部

Ｏ
Ｂ
が
中
心
と
な
っ
て
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
響
か
せ
て
い
ま
す
。

⃝

士
業
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
集
団

平
成
27
年
に
同
窓
生
の
士
業
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
集
団「
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ａ
会
」

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。（
弁
護
士
、
公

認
会
計
士
、
税
理
士
、
司
法
書
士
、
不

動
産
鑑
定
士
、
社
労
士
、
行
政
書
士
、

Ｆ
Ｐ
技
能
士
な
ど　

約
30
名
が
参
加
）

年
２
回
定
期
的
に
集
ま
り
、
毎
回
持
ち

回
り
で
研
修
講
師
を
務
め
、
情
報
・
意

見
交
換
、
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⃝

ゴ
ル
フ
大
会

「
み
や
ぎ
梅
苑
会
ゴ
ル
フ
大
会
」
を

年
３
回
（
週
末
２
回
・
平
日
１
回
）
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様

か
ら
愛
さ
れ
る
同
窓
会
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 みやぎ梅苑会 検索

新
し
い
時
代
に
向
け
て

「
広
げ
よ
う
！
親
睦
と
交
流
の
輪
を
」

みやぎ梅苑会会長
落合 敏伸
（高校19回卒）

みやぎ梅苑会の活動は
「みやぎ梅苑会オフィシャル
ホームページ」にてお知らせ

いたしますのでご確認ください

みやぎ梅苑会
オフィシャル
ホームページ

https://miyagi-baienkai.com/ 2023年総会の様⼦

オ
バ
マ
元
大
統
領
が
「
ア
メ
リ
カ
は

世
界
の
警
察
を
辞
め
る
」
と
宣
言
し

た
こ
と
で
⺠
族
紛
争
や
宗
教
戦
争
は

加
速
し
、
後
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が

ア
メ
リ
カ
第
一
主
義
を
唱
え
た
こ
と

で
世
界
の
分
断
は
広
が
り
ま
し
た
。

戦
争
と
い
う
の
は
相
手
に
隙
を
与
え

れ
ば
始
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
相
手

に
隙
を
与
え
な
い
こ
と
が
大
事
な
の

で
、
自
衛
隊
は
い
ざ
と
な
っ
た
ら
抜

い
た
⼑
が
切
れ
る
よ
う
備
え
、
外
交

は
そ
の
⼑
を
抜
く
こ
と
が
無
い
よ
う

な
環
境
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
自
分
の
国
を
自
分
で
守
ら
な
け

れ
ば
同
盟
国
・
同
志
国
は
絶
対
に
支

援
を
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
外
交
は
内

政
の
延
長
線
上
に
あ
る
の
で
、
内
政

が
安
定
し
な
け
れ
ば
強
い
外
交
は
築

け
ま
せ
ん
。
内
政
や
諸
外
国
の
内
向

的
な
状
況
か
ら
厳
し
い
時
代
で
は
あ

り
ま
す
が
、
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
環

境
に
す
る
た
め
に
、
私
は
こ
れ
か
ら

も
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

３
年
前
に
福
島
⾼
校
を
卒
業

し
、
こ
の
た
び
関
東
梅
苑
会
の

会
員
と
し
て
こ
の
記
事
を
担
当

で
き
ま
し
た
こ
と
を
⼼
か
ら
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
今
回
の
佐
藤

正
久
先
輩
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
は
学
⽣
な
が
ら
も
多
く
の
こ

と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
個
⼈
的
に
は
近
年
の
若
年

層
の
政
治
離
れ
は
深
刻
な
問
題

だ
と
感
じ
て
お
り
、
そ
の
質
問

に
佐
藤
先
輩
は
「
近
・
現
代
史

教
育
の
少
な
さ
」
を
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
戦
争
を
知
ら
な
い
世

代
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち

の
先
祖
が
紡
い
で
き
た
⽇
本
を

⼤
事
に
育
ん
で
い
き
た
い
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。
佐
藤
先
輩
と

同
じ
福
島
⾼
校
を
卒
業
し
た
こ

と
を
誇
り
に
持
ち
、
私
も
今
後

社
会
へ
貢
献
で
き
る
⼈
物
を
⽬

指
し
て
い
き
ま
す
。

会員の皆さまへ
年に1度の同窓会です。仲間を誘って参加しよう！
2024年度関東梅苑祭・合同同期会

日にち：2024年5月31日(金)
時　間：18時受付、18時半開宴
会　場：喜山倶楽部（千代田区一ツ橋・日本教育会館9F）

年会費改定のお願い

　日頃より関東梅苑会の活
動にご協力いただき誠にあ
りがとうございます。
　関東梅苑会は、会費制を
始めて以来、⻑年に亘り年
会費を1000円に据え置き努
力して参りましたが、郵便
料金の値上げ等、諸般の事
情により会の運営・維持が
厳しくなっております。つ
きましては誠に心苦しいの
ですが、今年度より年会費
を2000円に値上げさせてい
ただくことといたします。
　何卒ご理解とご協力を賜
りますよう宜しくお願い申
し上げます。

関東梅苑会 役員会

⃝今年度の開催場所はこれまでとは異なる宴会場になります。
　チラシ裏面に地図を掲載していますのでお確かめください。
⃝申込みの詳細は同封のチラシやホームページをご覧ください。

佐藤先輩と小針優汰
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入試出願状況
（現役の延べ数、学校推薦型・総合型選抜を含む）2 月 13 日現在

項 大学名 令和5年 令和4年 令和3年

国

公

立

大

北 海 道 大 3 11 8
岩 手 大 3 5 8
東 北 大 89 80 73
宮 城 教 育 大 13 8 11
山 形 大 22 15 36
福 島 大 56 80 54
茨 城 大 20 2 11
筑 波 大 15 14 12
宇 都 宮 大 11 4 7
埼 玉 大 20 20 25
千 葉 大 25 19 18
東 京 大 11 6 8
東 京 外 語 大 1 2 1
東 京 海 洋 大 2 3 4
東 京 学 芸 大 9 11 8
東 京 工 業 大 3 4 4
一 橋 大 2 4 1
横 浜 国 立 大 9 10 4
新 潟 大 28 36 48
金 沢 大 1 2 1
京 都 大 0 1 4
そ の 他 34 46 46
国 立 大 ・ 小 計 377 383 392
県 立 医 科 大 39 50 39
県 立 会 津 大 3 2 1
高 崎 経 済 大 8 11 7
東 京 都 立 大 7 3 8
そ の 他 32 28 30
公 立 大 ・ 小 計 89 94 85
合 計 466 477 477

私

立

大

東 北 学 院 大 24 52 27
青 山 学 院 大 8 15 11
慶 應 義 塾 大 10 8 9
上 智 大 5 3 15
中 央 大 67 47 19
津 田 塾 大 1 10 2
東 京 理 科 大 20 27 27
法 政 大 62 48 31
明 治 大 45 40 29
立 教 大 26 25 9
早 稲 田 大 25 46 14
そ の 他 312 332 300
合 計 605 653 493

大学合格者数（過年度卒を含む、私立大は延べ人数）
※令和２年度までは８クラス、令和３年度からは７クラス。

項 大学名 令和4年 令和3年 令和2年

国

公

立

大

北 海 道 大 4 3 4
岩 手 大 4 4 0
東 北 大 32 32 35
宮 城 教 育 大 5 8 8
山 形 大 8 12 11
福 島 大 35 17 42
茨 城 大 1 3 3
筑 波 大 5 2 12
宇 都 宮 大 3 2 3
埼 玉 大 9 10 11
千 葉 大 2 7 13
東 京 大 4 2 6
東 京 外 語 大 1 0 0
東 京 海 洋 大 1 1 1
東 京 学 芸 大 5 2 8
東 京 工 業 大 3 1 3
一 橋 大 1 1 0
横 浜 国 立 大 8 2 3
新 潟 大 24 21 14
金 沢 大 2 0 2
京 都 大 0 1 3
そ の 他 15 15 16
国 立 大 ・ 小 計 172 146 198
県 立 医 科 大 24 21 22
県 立 会 津 大 2 1 3
高 崎 経 済 大 2 4 3
東 京 都 立 大 2 5 4
そ の 他 11 6 9
公 立 大 ・ 小 計 41 37 41
合 計 213 183 239

私

立

大

東 北 学 院 大 55 27 24
青 山 学 院 大 5 5 0
慶 應 義 塾 大 8 8 8
上 智 大 3 1 0
中 央 大 35 27 26
津 田 塾 大 7 1 3
東 京 理 科 大 22 21 15
法 政 大 23 24 23
明 治 大 24 16 17
立 教 大 11 4 7
早 稲 田 大 15 9 12
そ の 他 221 219 240
合 計 429 362 375

準 大 学 （ 省 庁 大 学 校 ） 1 2 3
短 期 大 学 2 4 2
各 種 学 校 2 2 1
就 職 0 0 1

※昨年度まで、本紙の出願状況の数値には、学校推薦型選抜および総合型選抜での
出願数を含めていませんでしたが、昨今の入試動向の変化を踏まえて、今年度か
らはそれらを含む数値での記載に変更しております。
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令
和
６
年
度
の
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
の
志
願
者
数
は
４
９
１
，
９
１
４
人

で
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
時
代
を
含

め
32
年
ぶ
り
に
50
万
人
を
下
回
り
、
前
年

比
２
０
，
６
６
８
人
減
で
あ
っ
た
。
こ
の

春
の
高
校
卒
業
予
定
者
に
お
け
る
共
通
テ

ス
ト
志
願
者
の
割
合
（
現
役
志
願
率
）
は

45
・
２
％
で
、
志
願
者
の
う
ち
で
現
役
生

が
占
め
る
割
合
は
85
・
３
％
で
、
い
ず
れ

も
過
去
最
高
と
な
っ
た
。
志
願
者
数
及

び
現
役
生
数
は
６
年
連
続
で
減
少
、
既
卒

生
数
は
５
年
連
続
で
減
少
と
、
近
年
の
受

験
は
「
現
役
生
同
士
の
戦
い
」
の
度
合
い

が
強
ま
っ
て
い
る
。
受
験
者
数
は
４
５
７
，

６
０
８
人
で
前
年
比
１
６
，
４
４
３
人
減

で
あ
っ
た
。
受
験
科
目
数
別
の
受
験
者
数

は
、
国
公
立
型
の
７
科
目
受
験
で
３
千
人

程
度
の
減
少
に
対
し
て
、
私
立
型
の
３
科

目
受
験
は
６
千
人
以
上
の
減
少
で
あ
り
、

私
立
専
願
者
の
共
通
テ
ス
ト
離
れ
が
加
速

し
て
い
る
と
言
え
る
。

　
こ
れ
ま
で
過
去
３
年
実
施
さ
れ
て
き
た

大
学
入
試
共
通
テ
ス
ト
で
は
、
２
年
目
の

数
学
で
極
端
に
平
均
点
が
下
が
っ
た
り
、

理
科
や
地
歴
公
⺠
科
に
お
い
て
同
一
年
度

の
同
一
教
科
内
で
平
均
点
に
バ
ラ
つ
き
が

見
ら
れ
た
り
し
た
が
、
４
年
目
と
な
っ
た

今
年
の
平
均
点
は
、
国
語
が
易
化
し
た
こ

と
を
除
い
て
は
、
過
去
回
に
比
べ
て
安
定

性
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
ど
の

教
科
に
お
い
て
も
問
題
の
長
文
化
に
対
応

し
た
「
速
読
力
」
と
、
限
ら
れ
た
時
間
内

で
も
必
要
な
情
報
を
適
切
に
処
理
す
る

「
精
読
力
」
が
求
め
ら
れ
、そ
れ
ら
の
「
読

解
力
」
の
差
が
上
位
層
と
下
位
層
の
「
二

極
化
」
を
も
た
ら
す
と
い
う
点
に
関
し
て
、

今
年
は
よ
り
際
立
っ
た
印
象
が
あ
る
。

　
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
、
来
年
度
か
ら

の
新
課
程
入
試
を
見
据
え
た
極
端
な
安
全

志
向
は
見
ら
れ
ず
、
国
公
立
大
が
堅
調
な

人
気
を
示
し
て
い
る
。
学
部
系
統
別
で

は
「
理
高
文
低
」
の
傾
向
が
続
い
て
お
り
、

医
学
部
・
薬
学
部
を
中
心
と
し
た
実
学
志

向
や
、
Ａ
Ｉ
時
代
を
受
け
て
情
報
系
の
人

気
が
顕
著
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
継
続

し
て
語
学
・
国
際
系
は
低
調
で
、
教
育
系

は
引
き
続
き
低
調
で
あ
る
。
大
学
別
で
は
、

東
北
大
学
に
は
、
東
北
地
区
の
み
な
ら
ず

関
東
・
東
海
地
方
な
ど
か
ら
も
志
願
者
が

増
加
し
て
い
る
。「
指
定
国
立
10
大
学
」

に
選
ば
れ
、
さ
ら
に
は
国
内
で
唯
一
「
国

際
卓
越
研
究
大
学
」
へ
の
指
定
が
見
込
ま

れ
る
東
北
大
学
に
は
、
今
後
も
し
ば
ら
く

志
願
者
が
集
ま
る
傾
向
が
続
き
そ
う
で
あ

る
。

　
本
校
の
志
願
動
向
と
し
て
は
、
国
公
立

大
学
で
は
指
定
国
立
10
大
学
を
は
じ
め
と

す
る
難
関
大
学
や
地
域
拠
点
大
学
へ
の
出

願
は
、
例
年
並
み
で
あ
っ
た
。
具
体
的
な

出
願
数
に
つ
い
て
は
、「
入
試
出
願
状
況
」

に
示
す
通
り
で
あ
る
。
東
北
大
へ
の
出
願

は
過
去
３
年
で
最
多
と
な
り
、
Ａ
Ｏ
Ⅱ
・

Ⅲ
期
入
試
で
34
名
出
願
し
、
す
で
に
15
名

の
合
格
者
が
出
て
い
る
。
な
お
、
今
年
は

前
期
試
験
へ
の
出
願
が
昨
年
よ
り
16
名
多

い
。
東
京
大
学
へ
の
学
校
推
薦
型
選
抜
に

は
３
名
が
出
願
し
、
す
で
に
２
名
の
合
格

者
が
出
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
県
初
の

東
大
推
薦
で
の
複
数
合
格
で
あ
っ
た
。
地

元
の
福
島
大
学
へ
の
出
願
で
は
、
主
に
後

期
試
験
へ
の
出
願
者
数
が
減
少
し
て
い
る
。

私
立
大
学
に
つ
い
て
は
、
今
年
は
文
系
ク

ラ
ス
の
生
徒
が
や
や
多
い
こ
と
か
ら
、
首

都
圏
の
大
学
へ
の
出
願
が
全
体
的
に
増
加

し
た
。

　
「
第
一
志
望
が
難
関
大
学
」
を
胸
に
、

一
人
一
人
が
自
分
の
進
路
を
実
現
さ
せ
る

「
梅
桜
桃
李
」
の
ご
と
く
、
今
年
も
全
国

津
々
浦
々
に
美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
も
ら

い
た
い
。

進
路
希
望
の
動
向

福島高等学校長
丹野 純一

懐
か
し
き
母
校
に
て

部活動成績

日
頃
よ
り
多
大
な
る
ご
支
援
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
私
は
福
高
37
回
生

で
あ
り
、
約
40
年
ぶ
り
に
母
校
の

校
歌
と
応
援
歌
を
生
徒
た
ち
と
と

も
に
歌
い
、
懐
か
し
さ
に
胸
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。

当
時
入
学
し
て
す
ぐ
の
応
援
歌

講
習
で
は
校
歌
と
応
援
歌
を
徹
底

的
に
た
た
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
梅

苑
祭
で
は
昔
は
教
室
内
に
巨
大
な

建
造
物
を
作
っ
た
り
、
仮
装
行
列

で
福
⼥
の
前
で
延
々
と
ダ
ン
ス
を

踊
っ
た
り
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
１
，

５
０
０
人
の
男
が
熱
狂
し
た
り
し

ま
し
た
が
、
今
で
も
毎
年
公
開
で

開
催
し
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
以

前
の
姿
で
開
催
し
学
校
全
体
が
熱

く
燃
え
ま
し
た
。

私
は
陸
上
競
技
に
熱
中
し
、
信

夫
⼭
や
信
夫
ヶ
丘
を
友
と
と
も
に

走
り
回
っ
た
日
々
は
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
今
年
度
全
国
大
会
に
進
ん

だ
部
に
は
同
窓
会
か
ら
支
援
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

学
習
面
で
は
、
当
時
は
先
生
も

生
徒
も
今
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら

な
い
く
ら
い
お
お
ら
か
で
、
自
習

の
教
科
が
あ
る
と
先
生
に
交
渉
し

て
授
業
を
繰
り
上
げ
る
、
い
わ
ゆ

る
カ
ッ
ト
制
が
あ
り
ま
し
た
。
今

で
は
考
え
ら
れ
な
い
話
で
す
。

現
在
は
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業
も
17
年
目

を
迎
え
、
生
徒
た
ち
自
身
が
設
定

し
た
テ
ー
マ
に
関
す
る
課
題
研
究

が
充
実
し
、
例
え
ば
ア
ル
ミ
缶
か

ら
人
⼯
ル
ビ
ー
を
作
り
出
す
研
究

は
、
一
昨
年
日
本
金
属
学
会
で
発

表
し
学
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

課
題
研
究
の
一
環
で
あ
る
関
西
方

面
へ
の
研
修
旅
行
で
は
各
班
ご
と

に
大
学
研
究
室
、
研
究
機
関
等
を

訪
問
、
専
⾨
家
か
ら
研
究
内
容
に

関
し
助
言
を
得
る
な
ど
高
度
な
学

び
も
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
同
窓
会
有
志
の
ご
支
援

も
頂
き
、
同
窓
生
の
大
沼
教
授
が

勤
務
す
る
ロ
ン
ド
ン
大
学
Ｕ
Ｃ
Ｌ

や
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
の
研
修

に
三
名
の
生
徒
を
送
り
出
し
、
他

に
タ
イ
研
修
も
実
施
す
る
な
ど
国

際
的
に
活
躍
す
る
力
を
育
成
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
新
た
な
取
組
に
よ

り
生
徒
た
ち
は
着
実
に
力
を
つ
け

人
間
的
に
も
成
長
し
て
い
ま
す
。

福
高
生
は
、
昔
か
ら
、
自
由
で
、

奔
放
で
、
個
性
的
な
人
が
た
く
さ

ん
い
て
、
あ
ま
り
小
さ
く
ま
と
ま

ら
ず
、
骨
太
で
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

実
現
へ
の
気
概
に
満
ち
て
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
間
、
学
校

は
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
が
、

根
底
に
は
福
高
の
「
自
由
」
の
伝

統
が
息
づ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

卒
業
後
の
人
生
で
自
分
を
ど
こ
か

で
支
え
て
く
れ
た
の
は
、
そ
う
し

た
精
神
や
価
値
観
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

生
徒
た
ち
が
生
き
る
21
世
紀
は

変
化
が
激
し
く
予
測
不
可
能
で
、

こ
れ
ま
で
の
常
識
や
価
値
観
、
シ

ス
テ
ム
に
従
う
だ
け
で
は
解
決
で

き
な
い
課
題
が
⼭
積
す
る
時
代
で

す
。
そ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て

こ
そ
、
本
校
の
伝
統
は
時
代
を
切

り
拓
く
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
の
福
高
生
に

は
、
本
校
の
「
自
由
」
の
伝
統
と
、

の
び
や
か
で
お
お
ら
か
な
校
⾵
を

受
け
継
ぎ
、
自
由
に
世
界
を
探
究

し
、
多
様
な
人
と
協
働
す
る
中
で
、

ま
っ
た
く
新
し
い
発
想
や
や
り
方

で
新
た
な
価
値
や
生
き
方
を
創
造

し
、
持
続
可
能
な
社
会
を
創
造
す

る
力
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
本
会
の
ま
す
ま
す
の

発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

【陸上競技部】･◦第 78 回東北高等学校陸上競技大会･･････････････････････ 女子3000m／今村学実

【 テ ニ ス 部 】･◦第 45回東北ジュニアテニス選手権大会･･･････････････････【女子】U18シングルス／ダブルス／鳴海春佳　
･ ◦2023 年度全日本ジュニアテニス選手権大会･･････････････【女子】U18ダブルス／鳴海春佳
･ ◦2023 年度全国高等学校体育大会テニス選手権大会･･･････【女子】シングルス／鳴海春佳
･ ◦第 39 回東北インドアテニス選手権大会･･･････････････････【女子】U18ダブルス／鳴海春佳
･ ◦第 46回全国選抜高校テニス大会････････････････････････【女子】シングルス／鳴海春佳

【アーチェリー部】･◦令和５年度全国高等学校総合体育大会アーチェリー競技････【女子団体】清水奏芭、佐藤春菜、菅野琉夏
･ ◦第 38 回東北高等学校アーチェリー選抜大会･･････････････【男子団体】福田拓、曲山雄翔、高橋侑李、吾妻弘望
･ ･ 【女子個人】矢部ひかり、藤田香凛

【 管 弦 楽 部 】･◦第12回日本学校合奏コンクール2023　グランドコンテスト

【 将 棋 部 】･◦第 59 回全国高等学校将棋選手権大会････････････････････【男子個人】櫻井亮人
･ ◦第 36回全国高等学校将棋竜王戦････････････････････････【男子】櫻井亮人
･ ◦第 32回全国高等学校文化連盟将棋新人大会（能登半島地震のため中止）･･･【男子個人】･櫻井亮人

【 囲 碁 部 】･◦第 47回全国高校囲碁選手権大会････････････････････････【女子団体戦・個人戦２名】
･ ◦第 47回全国高等学校総合文化祭囲碁部門････････････････【団体戦・女子個人戦】
･ ◦第 37回東北地区高等学校囲碁選手権大会････････････････【女子団体戦】

【 Ｓ Ｓ 部 】･◦令和 5年度電気学会高校生みらい創造コンテスト･･････････ 最優秀賞／小山拓希、平野陽太、大谷温樹、小林嵐
･ ◦第19 回全国物理コンテスト･物理チャレンジ 2023･････････ 優良賞／新保隆太
･ ◦化学グランプリ2023･全国大会･･････････････････････････ 銀賞／新保隆太
･ ◦令和５年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会「ポスター発表賞」･･･大内葵衣
･ ◦環境放射能除染学会優秀ポスター発表賞･････････････････ 阿部･のどか、遠藤･涼馬、岡･ひかり

【梅章委員会】･◦第 47回全国高等学校総合文化祭　鹿児島大会　2023かごしま総文
･ ◦第 27回全国高校新聞年間紙面審査賞････････････････････ 優良賞

令和５年度 部活動成績（主に東北大会以上を掲載しております。）令和５年度 部活動成績（主に東北大会以上を掲載しております。）



　寄贈図書紹介・同窓会役員および事務局員

会　　長 芳賀　裕 高22回

副会長 落合　敏伸 高19回

〃 重富　秀一 高21回

〃 箱崎　一彦 高23回

〃 渋谷　秀一 高24回

〃 丹治　正博 高26回

〃 芳見　弘一 高28回

常任理事 磯貝　健郎 高13回

〃 富田　建一郎 高16回

〃 熊坂　英二 高18回

〃 佐藤　信雄 高21回

〃 大野　順道 高22回

〃 穂積　寿男 高23回

〃 塚原　眞司 高24回

〃 石原　裕人 高24回

〃 後藤　忠久 高26回

〃 阿部　芳和 高27回

〃 今関　達也 高28回

監　　事 尾形　克彦 高22回

〃 長谷川　敏朗 高28回

理　　事 渡辺　博美 高17回

丹野　純一 高37回

齋藤　嘉浩 高32回

国分　　聡 高33回

堀江　誠克 高35回

斎藤　実 高37回

佐藤　達男 高37回

中原　　勝 高41回

渡辺　洋生 高43回

我妻　　智 高46回

根本　浩之 高46回

富良謝　和信 高48回

菅野　陽介 高54回

渡邊　優輔 高54回

菅野　祐哉 高56回

香野　　学 高56回

白川　大智 高70回

安藤　ゆずな 高70回

令和５年度
同窓会事務局員

令和５年度　同窓会役員

寄贈年月日 書　名 著　者　名 寄贈者（敬称略）

2023.01.17
日本語で考えたくなる科学の問い「調べ
る・考える・伝える」ための探究・活動
型日本語教科書　下　心と身体篇

田中祐輔／編著 田中祐輔

2023.01.30 しなきゃ、なんてない。 LIFULL LIFULL

2023.02.13 ふくしまから地球文明の未来を 森田実 東日本国際大学

2023.02.17 都市行政の変貌と法 板垣勝彦 板垣勝彦
（福高51回卒）

2023.02.17 ふくしま近代医学150年　黎明期の群像 福島民友新聞社
編集局／編

福島県立医科大学
医学部同窓会

2023.02.28
この道の、もっと先へ。　
学校法人石川高等学校創立130周年
記念誌1892－2022

学校法人石川高等学
校創立130周年記念
事業実行委員会／編

学校法人石川義塾

2023.03.02 ISOは経営をダメにする 萩原睦幸 萩原睦幸

2023.03.03 郷土から問う歴史学と社会科教育 伊藤純郎／監修　武
藤正人、他／編

渡邊優輔
（福高54回卒）

2023.03.22 〈学問〉の取扱説明書　改訂第2版 仲正昌樹 齋藤允賀
（福高48回卒）

2023.03.22
社会変革のためのシステム思考実践
ガイド　共に解決策を見出し、
コレクティブ・インパクトを創造する

デイヴィッド・ピー
ター・ストロー

齋藤允賀
（福高48回卒）

2023.03.27
福島県立保原高等学校創立100周年
記念誌　質実剛健　和衷協同
人生の原点　保髙の百年

福島県立保原高等学
校創立100周年記念
事業実行委員会／編

福島県立保原高等学校、
福島県立保原高等学校
創立100周年記念事業
実行委員会

2023.03.28
デジタル・シティズンシップ+ 
やってみよう!創ろう!
善きデジタル市民への学び

坂本旬、他 福島県高等学校司書
研修会県北・相双部会

2023.03.31 THE MACMILLAN VISUAL 
DICTIONARY ― 福高職員

2023.04.06 条例づくり教室　構造の理解を深め、
使いこなそう! 板垣勝彦 板垣勝彦

（福高51回卒）

2023.04.06 いっしょに　2022 ― 詩と絵が出会う詩集
絵本制作委員会

2023.04.11
るるぶ特別編集　東日本大震災伝承施設
ガイド　3.11の記憶と教訓を学び、明日
へ伝える

JTBパブリッシング
／企画・編集・制作 復興庁、観光庁

2023.04.26 県文学集　第70集
第75回福島県文学賞受賞作品集

福島県文化スポーツ
局文化振興課／編 福島県文化振興課

2023.05.09 マンガdeひもとく生命科学のいま
ドッキン！いのちの不思議調査隊 朝日新聞出版／編著 テルモ生命科学振興

財団

2023.05.01 中学生・高校生・おとな　論語
生き方を求め　 有田桂子 有田桂子

2023.06.23 語りの力
東北大学大学院文学
研究科講演・出版企
画委員会／編

東北大学大学院文学研
究科講演・出版企画委
員会

2023.07.04 アフター・コロナのSDGs
〈持続可能な開発目標〉と東南アジア 石川耕三 新潟大学大学院現代社

会文化研究科

寄贈年月日 書　名 著　者　名 寄贈者（敬称略）

2023.07.04 虹への祈り
聖書にみるいのちのつながり 細田あや子 新潟大学大学院

現代社会文化研究科

2023.07.04
医療経営学と生涯教育学からみた地域と
地域課題　リデザインのための
リテラシー応用力に向けて

堀籠崇、他 新潟大学大学院
現代社会文化研究科

2023.07.13 アジア・太平洋戦争を問い直す 伊藤純郎 渡邊優輔
（福高54回卒）

2023.07.14 君たちはどう生きるか 吉野源三郎 福高職員

2023.08.18 近現代日本史との対話
幕末・維新-戦前編 成田龍一 集英社

2023.08.18 近現代日本史との対話
戦中・戦後-現在編 成田龍一 集英社

2023.08.18 「自由」の危機　息苦しさの正体 藤原辰史、他 集英社

2023.09.07 公務員をめざす人に贈る
行政法教科書　第2版 板垣勝彦 板垣勝彦

（福高51回卒）

2023.09.13 創基百五十一年筑波大学五十年史
史料編　 下巻

筑波大学50年史編纂
委員会／編

中野目徹
（福高31回卒）

2023.09.27 歴史論争から見た戦後ドイツ 渡辺将尚 渡辺将尚
（福高43回卒）

2023.10.23
日本人の99%が知らないこれが世界の
真実だ!　ワクワク・どきどき・感動の
世界旅

藤本正樹 藤本正樹

2023.11.20 近藤誠一全集　3 近藤誠一
近藤誠一、写真文化
首都「写真の町」
北海道東川町

2023.11.27 福島県立相馬農業高等学校
創立百二十周年記念誌 ―

福島県立相馬農業高等
学校創立120周年記念
事業実行委員会

2023.11.29 マンガで読む歴史学者・朝河貫一 安藤智重 朝河貫一博士顕彰協会

2023.11.29 現代文で読む「日本の禍機」
世界的歴史学者朝河貫一の警告

朝河貫一／著　朝河
貫一博士顕彰協会／
編

朝河貫一博士顕彰協会

2023.11.29 マンガで読む儒学者・安積艮斎 安藤智重 朝河貫一博士顕彰協会

2023.11.29 石橋湛山　没後五〇年に考える 星浩、他／編著 星浩（福高26回卒）

2023.12.04 入門行政法 板垣勝彦、他 板垣勝彦
（福高51回卒）

2023.12.11 生きるための図書館
一人ひとりのために 竹内悊 県北地区高等学校

図書館研究会

2023.12.14 行政法学の変革と希望　傘寿を記念して 阿部泰隆／編著 浅野崇
（福高30回卒）

2023.12.18
「戦争への道」ではなく「平和への道」
を進もう　神話の呪縛を解く
のぶ爺さんの子と孫への話

髙橋信敏 髙橋信敏

2023.12.26
行政手続と自治体法務　法律、条例、
判例をおさえて公正・透明な行政手続を
実現する

板垣勝彦 板垣勝彦
（福高51回卒）

寄贈図書紹介（令和5年1月～12月）

福島県立福島高等学校同窓会　役員および事務局員

発行人：芳賀 裕　発行日：令和6年3月1日　印刷：㈱日進堂印刷所　　[題字は故若林名誉会長]

（その他多数の寄贈図書をいただきました）

みやぎ梅苑会事務局
〒981-0923　仙台市青葉区東勝山二丁目22-6
TEL.022-275-2887（落合　敏伸）
https://miyagi-baienkai.com

関東梅苑会事務局
〒150-0043　渋谷区道玄坂1-15-3　プリメーラ道玄坂110号信陵会館内
TEL.03-3462-1225　FAX.03-5489-1358（島田　久）
https://www.kantobaienkai.ne.jp

同窓会事務局（福島高校内)
〒960-8002　福島市森合町5-72
TEL.024-535-2391　FAX.024-535-2392
https://www.baienkai.org

理　　事 横山　　純 高17回

〃 木戸　孝志 高17回

〃 小林　勇一 高17回

〃 勢島　　昇 高18回

〃 斎藤　高紀 高18回

〃 花井　宣明 高20回

〃 伊藤　幹夫 高20回

〃 網代　智明 高21回

〃 佐々木　孝司 高21回

〃 中田　茂実 高21回

〃 安藤　正道 高21回

〃 黒澤　信雄 高22回

〃 木村　　豊 高22回

〃 二階堂　保夫 高22回

〃 江口　　淳 高23回

〃 鈴木　浩一 高23回

〃 高荒　俊勝 高24回

〃 尾形　省二 高24回

〃 高橋　通夫 高25回

〃 土屋　牧雄 高26回

〃 武藤　　進 高26回

理　　事 矢森　真人 高26回

〃 鈴木　眞一 高27回

〃 片平　　淳 高28回

〃 五十嵐　俊道 高28回

〃 加藤　勇治 高29回

〃 金子　弘保 高29回

〃 土田　　淳 高29回

〃 加藤　孝一 高30回

〃 島田　　久 高31回

〃 八子　直樹 高31回

〃 大和田　利明 高31回

〃 太田　英晴 高31回

〃 樋口　幸一 高32回

〃 藤野　　貴 高32回

〃 篠木　雄司 高33回

〃 吉成　健二 高33回

〃 関根　英樹 高33回

〃 渡辺　健二 高33回

〃 手塚　　徹 高34回

〃 菅野　剛広 高34回

〃 鈴木　宏幸 高36回

理　　事 阿久津　順二 高37回

〃 黒森　陽一 高37回

〃 板垣　　隆 高37回

〃 三浦　康伸 高39回

〃 日下　直哉 高39回

〃 佐藤　智宏 高39回

〃 渡辺　勝久 高42回

〃 目黒　貴裕 高42回

〃 吉田　大樹 高45回

〃 内池　　宗 高45回

〃 中尾　　勉 高46回

〃 本多　修一郎 高47回

〃 佐藤　永之 高48回

〃 杉本　　渉 高48回

〃 佐藤　充孝 高50回

〃 山尾　祥大 高51回

〃 遠藤　武義 高52回

〃 伊藤　大地 高52回


